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一総説

早期乳痛の診断と乳癌チーム医療

大阪ブレストクリニック

芝 英

山 本
宮ケ� 
f碍 諒 子学

嬰旨:近年日本人の乳嫡様態数は飛躍的に増加し，そのため乳癌死亡数も増加してい

る。乳婦は早期に発見し治療すれば比較的治癒しやすい機種で，早期発見のためには

乳織検診がE重要である。二本邦では2000年よりマンモグラフィ検診が導入され，乳癌発

も増加している。乳癌を早期に発見するためには，医師，マンモグラフィを搬影

る診療放射線技鱗，ヱコ…検査を担当する超音波検査読揺の連携(チ…ム霞療)が

重要である。また，種々の新しい診断機器の存荘も重要で，非浸潤婚の多くを占める

石灰化病変の診断にはステレオ下マンモトーム生検装畿が必須である。非触知の腫癒

性病変の診断にはエコ…下マンモトーム生検の装置が必須である

キーワード:早期乳嫡，乳癌診断，乳楢チーム座長療

:まじめに

乳癌は世界的に増加を示しわが国でも乳癌

の催思率は約15年前に胃織を抜いて女性癌の第

一致となった(態1)。その後もますます増加

し，開識の擢慰安容の約� 2f者iこ迫る勢いで増加し

ている� 日本人の2000年の乳務彊患数は約O

35，000人� (1970年の約� 3倍)で，それにつれて

乳癌死立数も年々増加し，年間約10，000人� 

(1955年の約� 6傍〉にものぼっている(盟� 2)。

この数字は日本人女性の20人に� 1人が一生のう

ちに乳癌に機感する計算となる。しかしこれは

欧米先進困の� 8人に� 1人が擢患寸る頻境よりは

はるかに低い。日本では死亡率も増加している

のに対して，思米では逆に死tこ率は1990年の半

ばから減少に転じている(隠� 3) これは欧米0

では乳癌に対ナる関心が強く，マンモグラフイ

を用いた乳癌検診を精力的に行い早期発見に努

めていることや，事し癌術後の禰動療法(内分泌

療法� 化学療法}の進歩により，再発が抵下しφ

たことによると考えられている� 手し犠検診は乳O

織を早揺に発見し，治癒しやすい状態で、治療を

開始できることから非常に重要と考えられてい

る。

もう一つの乳織の特融として挙げられるの

が，好発年齢が他の癌麓に比べて若年であるこ

とである。手し療は30歳を議ぎてから様態数が増

加し.そのど…クは40歳代後半からぬ歳前半マ

ある(罰� 2)。この年伐の女性は家庭では，家

事や子脊てで重要な役容jを担っているととも

に，社会でも働き蟻りの年代である。このよう

な渋代の女性が緩患すると，入院，そ子被，手荷� 
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